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数を擬似変数 (fictivevariable : 
変数というより定数として振舞う状態変数)として蓄え、以降その変数の値を有用なパラメー
タとして、系は熱力学的に振舞うようになる。この体系は、形式的には熱力学の単純な拡張
なので、 20世紀初頭から理論的にも取り上げられている。一方、弱いガラスの方は、先に
述べた"ぐにゃぐにやさ"のために形式的に捉えることが難しく、現在でも議論の種となっ
ているものである。ちなみに講演者はこれまで、この弱いガラスの持っている「記憶j を明
確に特徴づけることを試みてきた [6]。その結果、弱いガラスの持つ記憶の性質が次のよう
にまとめられるものと結論された。弱いガラスを最も理想化したものは、非線形記憶作用を
持つShwinger-Dyson方程式で記述できる。この記憶作用は転移点を越えた所では決して無
視することのできない効果を持ち、無限過去の影響すらも現在の状態に影響を与える。この
記憶作用は、外部からの影響が与えられない場合には現在の状態と相互作用して、平衡熱力
学的にはありえない状態への分岐を生成する。またこの分岐は外部からの影響に対して弱
く、外部摂動によって分岐崩壊を起こして再び別の分岐を生成することもある。この分岐生
成こそが弱い記憶の表現形式である。
弱い記憶の形式が強い記憶と全く異なる所は、熱力学的世界からの逸脱した形式だという
ことである。それはすなわち記憶貯蔵型モデル、そして計算の熱力学による記憶とは軌を逸
することを意味する。そしてこの記憶は、無限の過去を絶えず参照することによって成立し
ているのである。講演者がベルクソンを引用した理由はここにある。このような時間の分断
不能性はベルクソンが掬いあげようとした時間のー性質でもあり、過去と現在が織り成すリ
アリティが、原初の形態としてここに現出しているのである。このことから考えても、ガラ
ス転移は単なる相転移現象として片付けられるべきものではないと思われるのだ。
3近年話題となっている記憶効果 (MemoryEffect)と呼ばれる特定の現象とは別物を問題にしていることに
注意。ここでは MEには触れない。
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本講演ではガラスの記憶を考えることの意義を、記憶の包括的研究の中での位置を見定め
るという立場から見直した。記憶というのは決して履歴/記憶の二分論で考えられるもので
はなく、その段階構造を主眼におくべきものであり、そう考えるとガラス転移はその一段階
を登ることのできるひとつの現象である。このステッフにおいて獲得される興味深い性質の
ひとつは、過去と現在と無限の経過を経ても切り離せなくなることであり、それゆえにガラ
ス転移は単なる相転移現象とは言えないものである。
ベルクソンに頼らずとも、我々は時間の分断不能性という特徴的性質を不断に経験してい
る。例えば、ある対象をできるだけ詳細に記述したいと思ったとき、その記述が次々に時間
の退行を引き起こしてしまうことはないだろうか。歴史作品と呼ばれるものはそのような性
質がある。歴史は記憶を基盤としてもつ現象であるために、ある出来事を描こうとしてもそ
の本質を描こうとすると次々に退行して長大化する。それに対して作品として成立させるた
めには、必ず「区切り」という行為を行わなくてはならない。しかし区切りは歴史の無限退
行性と矛盾しているがために、その作品から本質を散逸させ物語化させることになりかねな
い。ここにおいて歴史が作品として十全に成立するためには、開放的に成立させる=区切る
べき場所を見定めることが肝要となる。このように、記憶と歴史、ここに立ち入ろうとする
ことは、区切ることをなんらかの形で解消させる手段を欲してやまないものである。それに
対して理想的なガラスを対象とすることは、その点の厄災を免れている。非線形記憶の記述
は、ある部分で区切るという行いをしているが、またある部分では区切ることを完全に諦め
てしまっている。こうして諦めた結果残った記憶が、たまたまガラスの場合にはそのまま現
象として現出しているのである。記憶そして歴史において特徴的な、区切ることができない
という性質を最も明確に体現しているのが弱いガラスであることは、講演者個人のガ、ラスへ
の想いの一つの理由であり、また区切る部分と区切ることができない部分が混在化された歴
史という対象への興味を引き立てるものである。
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